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Abstract: In this study, we sought to clarify how activities for learning the content of peers’ 
self-reflections and self-assessments affect the development of Japanese high-school students’ academic 
emotion and attitude skills during a unit of Information I, a required course that explores information 
technology. To that end, we proposed a cycle of reflection, sharing, and evaluation and practiced it 
throughout the unit. Learners in the experimental group participated in reflection-sharing activities 
with peers and learners in the control group did not share their reflections with peers. Their responses 
to LMS delivered pre- and post-practice questionnaires were read by instructors from quantitative, 
qualitative, and affective perspectives. A comparison of the results suggests that shared self-reflection 
activities can effectively increase learners’ awareness of connections between their learning and their 




























































































項目  詳細  
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表２ 振り返りの評価ルーブリック 









































































提供するクラウドベースの LMS である G 
Suite for Education を 導 入 し ， Google 


















































































































































































A 43 27 0.018 * 
B 18 24 0.121 
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５．まとめ  
 本研究では，教科「情報」において他者の
振り返りの内容とそれに対する評価を知る活
動が「情意・態度等」の学力の醸成に与える
影響を検討するため，LMS を活用した振り返
りの共有活動と評価のサイクルを実践した．
実践の事前，事後アンケートの読み取りの結
果，他者の振り返りとその評価を知る活動が，
学習内容と生活の結びつけや興味，自分自身
の向上や変容を意識させることに有効である
可能性が示唆された．  
最後に，今後の課題について３点述べる．
１点目は，他者に情意的な変化を促す振り返
りの特定である．本研究では振り返りの共有
活動が「情意・態度等」の学力の醸成に与え
る影響について検討したが，どのような振り
返り内容が情意的な変化を促すのかについて
は検討していない．振り返りの記述内容を授
業回ごとで分析し，他者の記述内容に強く影
響している振り返りを特定することができる
と考えられる．  
２点目は，振り返り内容の形成的分析であ
る．本研究では総括的分析により情意的な変
化を読み取ったが，個人ごとの振り返り内容
の変化については読み取っていない．振り返
り内容という質的分析を形成的に行うこと
で，他者の学びや視点をどのように取り入れ
たのかが明らかになると考えられる．  
３点目は，本研究成果の一般化である．本
研究では教科「情報」における１つの単元を
通して実践を行い，振り返りの共有活動が「情
意・態度等」の学力の醸成に有効である可能
性の示唆を得た．本研究成果を一般化するに
は，他の単元でも同様の実践することで単元
固有のバイアスを減らすことや，他の授業か
らの影響についても検討する必要があると考
えられる．  
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